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研究成果の概要（和文）：本総括班の活動により、新学術領域内の異なる班・研究室間の連携が担保され、新学術領域
研究ならではの共同研究によって、バルクナノメタルに関する優れた研究成果を数多く輩出することに寄与できた。領
域代表者の元に事務局を設置し、産業界及び学界における６名の有識者からなるアドバイザリーボードを設置した。領
域の目的と研究成果を発信するためのホームページを開設し、ニュースレターを発行した。国際ワークショップを開催
し、海外の研究者からも本プロジェクトに対する高い評価を得ることができた。複数の共通試料（合金）を作製、配布
し、共同研究をコーディネートするなど、領域全体の研究ポテンシャルを向上させることができた。

研究成果の概要（英文）：The activities of this management group could greatly support the collaborative 
works between different groups and researchers within the Bulk Nanostructure Metals project, leading to a 
significant success of the project. The secretariat at Kyoto University as well as advisory board 
composed of six specialist in academia and industries were organized in the first year. English and 
Japanese home pages were settled, and newsletters were issued and distributed. International workshop was 
held in the third year, and another workshop is now planned to be held in August 2015, which could have 
positive evaluations from international scientists in the field of materials science and engineering. 
Some common alloys were designed, produced and distributed for enhancing collaborations within the 
project. All these efforts could increase the activities of the project.

研究分野：研究融合、金属材料学、材料強度学、材料組織学
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１．研究開始当初の背景 
	
 現代社会においては、様々な金属・合金材
料が、その多様な個性を生かして多量に用い
られており、高度科学技術社会は金属材料な
しには成り立たない。金属材料の最大の特徴
は、高い強度を有しながら、脆く壊れること
がない（ねばく、延性・靭性を有している）
点にあり、その多くは力学的な特性を期待し
て構造材料として使用されている。科学技術
の発達とともに、構造用金属材料に対する要
求はますます厳しくなっている。特に環境・
資源・エネルギー問題の克服が求められる現
在、従来のように新たな元素を加えた安易な
合金化による特性の向上といった材料開発
手法では、多面化した社会の要求に応えるこ
とができない。すなわち、従来のメタラジー
あるいは材料学の延長線上にある解決法で
はなく、金属材料科学の不連続的、飛躍的な
発展が必要とされている。本提案が取り扱う
バルクナノメタル（ Bulk Nanostructured 
Metals）、すなわち「マトリクスを構成する結
晶粒や相が１µm 以下のサイズを有する均一
なバルク状金属系材料」は、化学組成上は従
来の金属と大きく変わらないにもかかわら
ず、金属材料学の飛躍的な発展を可能とする
画期的な新材料となりうるものである。そう
したバルクナノメタルの新たな学問領域を
開拓し確立するために、新学術領域「バルク
ナノメタル	
 〜常識を覆す新しい構造材料
の科学」が開始された。 
 
２．研究の目的 
	
 本総括班の目的は、新学術領域研究「バル
クナノメタル」において多様な研究者が行な
う新たな視点・手法による共同研究を整理・
統合し、適切にベクトルを揃えて方向付ける
ことによって、バルクナノメタルが示す新規
な物性・特性を明らかにしてサブミクロン領
域に潜む新たな材料科学の学術領域を打ち
立てるという、領域全体の目標の達成に寄与
することである。本領域内の各研究組織間の
連携を密にし、多様な研究者を統合して、研
究グループ間の共同研究をとりもち、研究プ
ロジェクト全体を活性化させる。また、種々
の企画を通じて本領域により得られた研究
成果を社会に発信する役割も担う。 
 
３．研究の方法 
	
 本総括班は、研究活動を行うものではない。
６つの計画研究班、および２年目からは公募
班をも含む領域内の全研究グループの研究
進捗状況を把握し、領域全体の方向性を見据
えた研究指針を打ち立てて、領域の構成員に
共通認識を持たせつつ、研究グループ間の効
果的な連携を促して、有機的かつ効果的にプ
ロジェクトを推進する。総括班は定期的に会
合を持ち、各計画研究グループの研究進捗情
報を互いに報告するとともに、領域全体、あ
るいはグループごとの研究会、報告会を企画
する。また、領域内の多くのメンバーが取り

扱うことのできる共通母合金を設定し、その
作製を手配する。公募班を含めた領域全体の
活動を俯瞰・把握し、リーダーシップを発揮
して、プロジェクトを成功に導く。さらに、
領域内のポスドク・学生を含む若手研究者の
人材育成を目的とした企画立案を行なう。 
 
４．研究成果 
	
 本総括班 X00の活動により、新学術領域内
の異なる班・異なる研究室間の連携が担保さ
れ、新学術領域研究ならではの共同研究によ
って、バルクナノメタルに関する優れた研究
成果を数多く輩出することに寄与できた。 
	
 具体的には、１年目に領域代表者の元に事
務局を設置し、産業界及び学界における６名
の有識者からなるアドバイザリーボード（評
価グループ）を設置した。領域の目的と研究
成果を発信するためのホームページ（和文及
び英文）を開設し、対外的な成果公表と、領
域内の情報交換に役立てた。活動内容をレポ
ートするニュースレター（英語・PDF版）を
期間中３回発行し、現在は終了に伴う最終号
を準備中である。総括班の各研究者がそれぞ
れ担当する学会を中心に、バルクナノメタル
に関する研究企画を立ち上げ、研究成果の周
知と啓蒙に努めた。その結果、幅広い学会分
野にバルクナノメタル研究が浸透し、例えば
異本金属学会では「バルクナノメタル」の名
前を冠した常設セッションが春秋の定期講
演大会で設けられるなど、新しい学術領域の
確立に貢献できた。第３年度に国際ワークシ
ョップを京都で開催し、海外の研究者からも
本プロジェクトに対する高い評価を得るこ
とができた。2015年８月には、プロジェクト
を総括する第２回の国際ワークショップを
行う予定である。領域全体の定期的な成果報
告会に加え、異なる計画班や公募班の間での
勉強会・セミナーは極めて数多く行われ、自
発的な連携研究を活性化させることができ
た。各研究室では多くの院生がバルクナノメ
タル研究に携わり、多大な教育効果を上げる
ことができたほか、本プロジェクトに携わっ
た多くの若手研究者が昇任あるいは上位ポ
ジションの獲得を行うことができた。総括班
X00の予算により、複数の共通試料（合金）
を作製、配布し、連携研究の遂行に役立てた。
公募班その他の新規研究者の共同研究をコ
ーディネートし、領域全体の研究ポテンシャ
ルを向上させることができた。 
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